
（１）平成２９年７月５日 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター （第１２３号）

〈発行所〉
公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター

〒904-2155 沖縄市美原 3丁目 1番1号

電話番号（098）929-1361
http://www.okinawasisi.com
６月末現在の会員数608人
（男性358人・女性250人）

平

成
29

年

度

定

時

総

会

開

催
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公
益
社
団
法
人
沖
縄
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
平
成
29
年
度

定
時
総
会
が
６
月
14
日
、
沖
縄
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

28
年
度
の
事
業
・
収
支
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
、
定
款
の
一
部
変

更
等
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。

桑 江 良 哲

理 事 長

桑江朝千夫

沖 縄 市
市長

普久原朝健

沖縄市議会

議 長

大 湾 政 松
沖縄県シルバー

人材センター

連合会長

総
会
は
、
午
後
１
時
30
分
に
開
会
。

こ
の
日
は
、
会
員
総
数
６
０
３
人
中
、
４
１
２
人
（
出
席
者

２
０
０
人
、
委
任
状
２
１
２
人
）
の
会
員
が
出
席
し
、
上
江
洲

勝
会
員
の
司
会
に
よ
り
進
行
。
最
初
に
桑
江
良
哲
理
事
長
が
挨

拶
（
２
面
に
全
文
）
。
続
い
て
桑
江
朝
千
夫
沖
縄
市
長
、
普
久

原
朝
健
沖
縄
市
議
会
議
長
、
大
湾
政
松
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

議
長
に
は
、
又
吉
綱
一
理
事
を
選
出
、

四
つ
の
議
案
と
一
報
告
が
審
議
さ
れ
、

全
て
承
認
さ
れ
た
。

議

事

議
案
第
１
号

平
成
28
年
度

事
業
報
告
に
つ
い
て

議
案
第
２
号

平
成
28
年
度

収
支
決
算
報
告
及
び

監
査
報
告

議
案
第
３
号

定
款
の
一
部
変
更

議
案
第
４
号

理
事
長
に
対
す
る
権
限
委
任

報

告
報
告
第
１
号

平
成
29
年
度

事
業
計
画
及
び

収
支
予
算
に
つ
い
て

総
会
後
の
交
流
会
は
、
新
垣
秀
子
さ
ん
、
石
川
静
子
さ
ん
の

舞
「
か
ぎ
や
で
風
」
で
幕
開
け
、
「
ご
ゑ
ん
節
」
「
揚
作
田
節
」

と
続
き
、
懇
親
の
場
を
盛
り
上
げ
た
。
上
原
秀
雄
理
事
の
乾
杯

後
の
余
興
で
は
、
仲
宗
根
初
月
子
さ
ん
の
舞
踊
、
弁
当
乙
女
達

に
よ
る
ダ
ン
ス
、
徳
盛
猛
さ
ん
、
上
地
安
辰
さ
ん
、
仲
井
間
宗

栄
さ
ん
が
民
謡
を
披
露
。
最
後
は
「
カ
チ
ャ
ー
シ
ー
」
で
楽
し

い
ひ
と
時
で
幕
を
閉
じ
た
。



（第１２３号） 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター 平成２９年７月５日（２)

本
日
こ
こ
に
、
公
益
社
団

法
人

沖
縄
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
平
成
二
十
九
年

度

定
時
総
会
を
開
催
す
る

に
あ
た
り
、
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
お
忙
し
い
中
こ
の
よ
う
に

多
数
の
方
が
お
集
ま
り
頂
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
本
日
の
総
会
に
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
し

た
と
こ
ろ
、
公
務

ご
多
忙
の
中
、
沖

縄
市
長

桑
江
朝

千
夫
様
、
沖
縄
市

議
会
議
長

普
久
原
朝
健
様
、
沖
縄
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
長

大
湾
政
松
様
を
は
じ
め
県

内
各
拠
点
セ
ン
タ
ー
役
職
員
の
皆
様
・
ご
来
賓
多

数
ご
臨
席
を
賜
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
平
成
二
十
八
年
度
の
事

業
実
績
に
お
き
ま
し
て
、
派
遣
事
業
・
受
託
件
数

は
前
年
度
を
上
回
っ
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
数
・

契
約
金
額
・
就
業
延
人
数
・
就
業
率
と
も
に
減
少

し
て
お
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
事
業
の
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す

「
会
員
拡
大
」
「
就
業
機
会
の
拡
大
」
に
取
り
組

む
た
め
、
専
門
委
員
会
の
見
直
し
を
行
い
、
推
進

し
て
参
り
ま
し
た
が
、
未
達
成
の
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

し
か
し
、
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
で
こ
の
よ
う

定
時
総
会
理
事
長
あ
い
さ
つ
（
全
文
）

な
実
績
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
桑

江
沖
縄
市
長
を
は
じ
め
、
市
議
会
、
関
係
機
関
・
関

係
団
体
各
位
の
多
大
な
ご
支
援
並
び
に
会
員
皆
様
の

お
一
人
お
ひ
と
り
が
、
自
己
の
責
任
に
お
い
て
、
安

全
・
適
正
就
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
地
域
に

貢
献
す
る
シ
ル
バ
ー
会
員
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と

心
よ
り
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
は
、
緩
や
か
な
景
気
回
復

基
調
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、
世
界
に
類
の
な
い
少

子
高
齢
化
が
進
展
し
、
特
に
高
齢
化
の
進
展
は
顕
著

で
あ
り
ま
す
。
６
５
歳
以
上
の
人
口
が
、
１
５
歳
未

満
人
口
を
初
め
て
上
回
り
生
産
年
齢
と
よ
ば
れ
る
１

５
歳
か
ら
６

４
歳
人
口
は

逆
に
減
少
に

転
じ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
労
働
力
人
口
が
大
幅
に
減

少
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
高
齢
者
の
「
居
場
所
」

と
「
出
番
」
を
作
り
、
「
生
涯
現
役
社
会
」
の
実
現

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
受
け
皿
と
し
て
機
能
す

る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割
は
、
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
く
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
会
員
が
就
業
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
き
が

い
に
充
実
、
地
域
社
会
の
活
性
化
、
加
え
て
社
会
参

加
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健
康
維
持
増
進
・
介

護
予
防
に
つ
な
が
り
、
は
つ
ら
つ
と
元
気
あ
ふ
れ
る

高
齢
者
を
増
や
し
、
結
果
と
し
て
医
療
費
お
よ
び
介

護
費
の
削
減
に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。当

セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
七
年

会

員

の

働

く

喜

び

と

地

域

社

会

参

加

を

促

進

度
の
介
護
保
険
制
度
改
正
に
よ
り
、
市
町
村
へ
移
行

と
な
っ
た
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」

に
つ
い
て
、
今
年
の
一
月
に
行
政
よ
り
事
業
所
指
定

を
受
け
、
事
業
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
当
セ

ン
タ
ー
が
ま
す
ま
す
充
実
・
発
展
し
て
い
く
た
め
に
、

変
化
す
る
社
会
情
勢
に
対
応
し
、
労
働
者
派
遣
事
業

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
多
様
な
「
就
業
機
会
の
提

供
」
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
「
会
員
の
拡
大
」

「
安
全
・
適
正
就
業
の
推
進
」
「
運
営
基
盤
の
強
化
」

を
図
り
、
目
標
達
成
に
む
け
て
、
セ
ン
タ
ー
の
基
本

理
念
で
あ
り
ま
す
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」

の
精
神
を
貫
き
、
尚
一
層
、
市
民
及
び
地
域
か
ら
信

頼
さ
れ
・
愛
さ
れ
る
た
め
に
会
員
・
役
員
・
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
、
誠
実
と
責
任
を
持
っ
て
職
務
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

本
日
は
、
平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決

算
報
告
・
定
款
の
一
部
変
更
等
の
四
議
案
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
が
、
総
会
の
議
決
を
も
と
に
活
動
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
総
会
が
、
会
員
の
皆
様
の
ご

協
力
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

結
び
に
、
こ
れ
ま
で
ご
指
導
・
ご
支
援
い
た
だ
き

ま
し
た
沖
縄
市
当
局
・
市
議
会
・
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
、
そ
し
て
各
関
係
機
関
・
市
民
の
皆

様
に
あ
ら
た
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

本
日
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
の
益
々
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
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安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

「
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
そ
う
」
と
今
年
度
２
回

目
の
連
合
と
の
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
が
５
月
22

日
、
海
中
道
路
跡
都
市
緑
地
（
写
真
左
）
と

マ
ン
タ
公
園
（
写
真
下
）
で
行
わ
れ
た
。

連
合
の
前
里
耕
一
安
全
・
適
正
就
業
パ
ト

ロ
ー
ル
指
導
員
は
、
「
作
業
前
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
は
大
変
重
要
。
今
日
の
作
業
と
、
現
場

状
況
を
把
握
し
危
険
箇
所
を
全
員
で
し
っ
か

り
共
有
し
て
頂
き
た
い
。
ま
た
、
万
一
に
備

え
救
急
用
具
の
点
検
も
怠
り
な
く
」
と
話
し

て
い
た
。

事 故 ゼ ロ を 目 指 そ う ！

連合と合同安全パトロール実施

上
江
洲
勝
安
全
推
進
員
は

「
刈
払
機
に
よ
る
事
故
ゼ
ロ
は

ぜ
ひ
達
成
し
た
い
。
併
せ
て
昨

年
度
の
傷
害
事
故
３
件
は
全
て

転
倒
事
故
で
通
院
、
手
術
入
院

の
治
療
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
暑
さ
が
厳
し
く
な
り
ま
す
。

熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
日
頃

の
体
調
管
理
に
は
十
分
留
意
し

て
頂
き
た
い
」
と
健
康
面
を
強

調
し
て
い
た
。

会
議
終
了
後
、
「
倉
浜
衛

生
施
設
組
合
」
の
現
場
を
視

察
。
小
橋
川
洋
一
リ
ー
ダ
ー

か
ら
作
業
内
容
や
一
週
間
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
説
明
が

行
わ
れ
た
。

ま
た
、
委
員

か
ら
の
安
全
面
で
の
質
問
に

適
確
に
応
え
て
い
た
。
島
袋

委
員
長
は
、
安
全
、
健
康
管

理
面
等
に
つ
い
て
会
員
へ
の

細
か
い
指
導
を
要
請
。

今
年
度
第
２
回
安
全
・
適
正
就
業

委
員
会
が
６
月
13
日
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー

ク
プ
ラ
ザ
研
修
室
で
開
催
さ
れ
た
。

事
故
防
止
対
策
に
、
各
委
員
が

「
も
っ
と
現
場
を
知
ろ
う
」
と
積
極

的
に
現
場
に
足
を
運
び
、
適
切
な
指

導
を
行
っ
て
い
こ
う
と
話
し
合
っ
た
。

委 員 が 安 全 確 認 指 導

「倉浜衛生施設組合」現場

委
員
会
出
席
の
上
江
洲
勝
推
進
員
、

儀
間
泰
夫
委
員
、
島
袋
哲
行
委
員
長
、

玉
城
テ
ル
子
委
員
、
古
謝
博
子
委
員

（
写
真
右
か
ら
）
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今 年 度 も 児 童 の 安 全 を 守 り ま す ！
下校時安全パトロール県警職員と合同で実施

美
東
・
東
中
校
地
区

（写真前列右から）村田正義さん、金城京子さん、桑江良次地区長、

垣花常次さん、山城勝美美東小学校校長、（後列右から）宮良正寿さ

ん、古謝博子さん、仲眞節子さん、喜屋武盛正さん、比嘉祥貴さん、

小渡ひろみ地域コーディネーター

美
東
・
東
中
校
地
区
（
桑
江
良
次
地
区
長
）
は
５
月
24
日
、
県
警
職
員
と
合
同
で
美
東
小
学
校

の
下
校
時
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
。
沖
縄
警
察
署
防
犯
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
支
援
要
員
の
比
嘉

祥
貴
さ
ん
、
宮
良
正
寿
さ
ん
の
二
人
が
７
人
の
会
員
と
一
緒
に
地
区
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た
。

山
城
勝
美
美
東
小
学
校
校
長
は
「
シ
ル
バ
ー
の
方
々
に
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
く
れ
て
本
当

に
あ
り
が
た
い
。
子
ど
も
た
ち
も
素
直
に
喜
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
」
ま
た
、
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
小
渡
ひ
ろ
み
さ
ん
も
「
声
か
け
被
害
者
は
絶
対
出
し
た
く
な
い
。
一
緒
に
子
ど
も
た
ち
を

守
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

南 部 め ぐ り ピ ク ニ ッ ク 楽 し む ！

コ
ザ
中
校
地
区

コ
ザ
中
校
地
区
（
上
里
謙
信
地
区
長
）
は
５
月

29
日
、
南
部
「
奥
武
島
（
お
う
じ
ま
）
」
へ
の
ピ

ク
ニ
ッ
ク
を
楽
し
ん
だ
。
美
東
・
東
中
校
地
区
、

越
来
・
宮
里
中
校
地
区
か
ら
の
６
人
を
含
め
32
人

が
参
加
、
梅
雨
の
晴
れ
間
に
行
わ
れ
た
豊
漁
を
祈

願
す
る
祭
り
「
四
日
の
日
ハ
ー
リ
ー
船
の
競
漕
」

を
堪
能
し
た
。

楽しい食事会の後は、糸満街道から「うまんちゅ市場」と魚市場を

見学、楽しいピクニックの一日を過ごした参加者。
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新
入

会

員

紹

介

６
月
22
日
付
で
13
人
（
女
性
５
人
・
男
性
８

人
）
が
新
会
員
と
し
て
入
会
し
ま
し
た
。

地
区
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
。

知
念

節
子

（
美
里
中
校
地
区
）

仲
宗
根

節
子

（
美
里
中
校
地
区
）

吉
村

金
男

（
美
里
中
校
地
区
）

金
城

正
俊

（
美
里
中
校
地
区
）

知
名

朝
和

（
美
里
中
校
地
区
）

岸
本

圭
子

（
山
内
中
校
地
区
）

上
原

千
佶

（
山
内
中
校
地
区
）

寺
光

幸
子

（
コ
ザ
中
校
地
区
）

伊
野
波

盛
明

（
安
慶
田
中
校
地
区
）

古
堅

宗
行

（
安
慶
田
中
校
地
区
）

内
間

英
子

（
美
東
・
東
中
校
地
区
）

島
村

勝
彦

（
越
来
・
宮
里
中
校
地
区
）

大
城

啓

（
越
来
・
宮
里
中
校
地
区
）

就
業
相
談
日
の
お
知
ら
せ

毎
週
月
・
水
曜
日

午
前
10
時
～
午
後
４
時

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
会
員
研
修
室

お

気

軽

に

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

就
業
拡
大
委
員
会

ピ ク ニ ッ ク
で 楽 し い １ 日 を ！

越
来
・
宮
里
中
校
地
区

美

里

中

校

地

区

委員会出席の東條正躬委員、兼久久枝委員、仲宗

根正史担当職員、徳永軍一委員長、塩川初江委員

（写真右から）

平
成
29
年
度
第
３
回
「
就
業
拡
大
委
員
会
」
（
徳

永
軍
一
委
員
長
）
が
６
月
21
日
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク

プ
ラ
ザ
執
務
室
で
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
徳
永
委
員
長
よ
り
「
小
学
校
内
外
で
の
い

じ
め
事
故
が
増
え
て
お
り
、
昨
年
度
沖
縄
県
内
で
も

３
５
６
件
認
知
さ
れ
て
い
る
。
防
止
策
は
考
え
ら
れ

な
い
か
」
と
の
提
言
が
な
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
各
委
員
か
ら
、
Ｓ
Ｃ
が
手
伝
え
ら
れ

る
の
は
、
校
外
で
児
童
を
見
守
る
こ
と
が
適
切
と
し
、

現
在
地
区
会
員
が
行
っ
て
い
る
「
下
校
時
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
」
を
更
に
充
実
さ
せ
る
方
策
を
考
え
て
い
く

こ
と
で
意
見
が
一
致
し
た
。

安

慶

田

中

校

地

ボウリング大会
で 健 康 増 進 ！

・
南

部

視

察

研

修

・
日
時

７
月
22
日
（
土
）

午
前
９
時
出
発

・
集
合

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

・
会
費

２
０
０
０
円

・
北

部

視

察

研

修

・
日
時

８
月
５
日
（
土
）

午
前
９
時
出
発

・
集
合

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

・
会
費

２
０
０
０
円

・
日
時

８
月
６
日
（
日
）

午
前
９
時

・
場
所

コ
ザ
ボ
ウ
リ
ン
グ

・
会
費

２
０
０
０
円

～

全
国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

～

「

事
故
防
止

急
ぐ
な

あ
せ
る
な

気
を
抜
く
な

」



（第１２３号） 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター 平成２９年７月５日（６)

７月は〝安全・適正就業推進強化月間〟

７
月
１
日
～
31
日
は
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
「
安
全
・

適
正
就
業
推
進
強
化
月
間
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
28
年
度
は
５

件
の
事
故
（
物
損
２
件
、
傷
害

３
件
）
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ

の
強
化
月
間
を
機
に
事
故
撲
滅

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

安 全 ・ 適 正 就 業 推 進 大 会

日 時 平成29年７月５日（水）

午後１時30分～４時

場 所 沖縄市農民研修センター

全 員 で 盛 り 上 げ よ う

連合との合同パトロールで転倒

事故等の実例を挙げて、事故の恐

ろしさを訴え、“「事故ゼロ」を

達成しよう”と公園で就業する会

員に呼び掛けた。

29
年
度
「
安
全
・
適
正
就
業

推
進
強
化
月
間
」
実
施
要
綱

目

的

平
成
28
年
度
、
受
託
事
業
に
お
い
て
は
５
件
の
事
故

（
物
損
２
件
、
傷
害
３
件
）
が
発
生
し
て
い
る
。
前
年
度

に
比
べ
る
と
３
件
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
が
、
昨
年
度
は

派
遣
事
業
に
お
い
て
も
６
件
の
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、

総
合
計
で
は
11
件
の
事
故
発
生
と
な
っ
て
い
る
。

事
故
の
発
生
は
一
歩
間
違
う
と
大
き
な
障
害
や
賠
償
事

故
に
つ
な
が
る
恐
れ
も
あ
る
た
め
、
会
員
及
び
役
職
員
が

一
体
と
な
り
事
故
防
止
対
策
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

セ
ン
タ
ー
事
業
を
推
進
す
る
上
で
、
会
員
の
健
康
と
安

全
で
適
正
な
就
業
の
確
保
が
基
本
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
「
安
全
・
適
正
就
業
推
進
強
化
月
間
」
に
お
い

て
は
、
安
全
・
適
正
就
業
の
徹
底
強
化
を
図
り
、
事
故
の

な
い
安
全
な
就
業
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
べ
く
下
記
の
と

お
り
取
り
組
む
。

１
、
「
安
全
・
適
正
就
業
推
進
強
化
月
間
」

（
１
）
期

間

平
成
29
年
７
月
１
日
（
土
）
～

31
日
（
月
）

（
２
）
取
組
内
容

①

「
安
全
・
適
正
就
業
推
進
大
会
」
の
開
催

・
日

時

:

平
成
29
年
７
月
５
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分

・
場

所

:

沖
縄
市
農
民
研
修
セ
ン
タ
ー

②

横
断
幕
や
の
ぼ
り
等
の
掲
揚

③

県
シ
ル
バ
ー
連
合
主
催
の
「
安
全
大
会
」
等
へ

の
参
加

④

そ
の
他
、
安
全
講
習
会
等
の
開
催

２
、
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

（
１
）
沖
縄
市
Ｓ
Ｃ
ス
ロ
ー
ガ
ン

『
ひ
や
り
と
し
た

あ
の
体
験
を

今
活
か
せ
』

（
２
）
全
国
統
一

ス
ロ
ー
ガ
ン

『
事
故
防
止

急
ぐ
な

あ
せ
る
な

気
を
抜
く
な
』

３
、
安
全
・
適
正
就
業
へ
の
取
組
み

安
全
・
適
正
就
業
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
「
安
全
掲

示
板
」
、
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
、
「
ニ
ュ
ー
ス

ゆ
ん
た

く
」
を
活
用
し
て
情
報
の
適
用
を
行
う
。
安
全
就
業
に
つ

い
て
は
、
最
近
増
加
傾
向
に
あ
る
転
倒
に
よ
る
傷
害
事
故

に
つ
い
て
会
員
自
身
の
意
識
高
揚
を
図
る
た
め
の
取
組
み

を
行
う
。

（
１
）
安
全
就
業

ア

就
業
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
徹
底
し
、
会
員
の
健
康

状
態
を
把
握

イ

就
業
現
場
の
「
安
全
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
」
の
実
施

強
化

ウ

安
全
衛
生
教
育
及
び
各
種
講
習
会
の
充
実
・
強
化

エ

刈
払
機
、
機
械
器
具
及
び
安
全
保
護
具
等
の
点
検

整
備
の
実
施
強
化

オ

「
安
全
就
業
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
「
安
全
適
正
就
業

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
等
の
配
布
及
び
活
用

（
２
）
適
正
就
業

ア

「
適
正
就
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
活
用
し
た
、
適

正
な
就
業
の
徹
底

イ

臨
時
的
・
短
期
的
そ
の
他
の
軽
易
な
業
務
の
徹
底

ウ

「
受
注
票
」
、
「
契
約
書
」
、
「
請
書
」
等
に
お

け
る
不
適
正
な
記
載
の
確
認
及
び
就
業
実
態
の
自

主
点
検
の
実
施



（７）平成２９年７月５日 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター （第１２３号）

「
刈
払
機
取
扱
作
業
者
に
対
す
る

安
全
衛
生
教
育
」
の
お
知
ら
せ

〝

技
術
・
技
能
及
び

安
全
面
の
向
上
を
目
指
す

・
開
催
日

平
成
29
年
７
月
26
日
（
水
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

・
場

所

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
会
議
室

・
参
加
希
望
者
は
７
月
24
日
（
月
）
ま
で
に

事
務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
参
加
人
数
に
よ
っ
て
は
翌
月
に
繰
越
し
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
予
め
ご
了
承
下
さ
い
。

就
業
日
報
は
、
作
業
が
終
わ
り
次
第
、
事
務
局

に
提
出
願
い
ま
す
。

月
末
ま
で
作
業
し
た
人
は
、
翌
月
の
１
日
に
は

提
出
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

会
員
番
号
の
誤
記
入
が
無
い
よ
う
に
、
も
う
一
度

確
認
願
い
ま
す
。

就

業

日

報

を
提
出
し
よ
う

無

事

故

記

録

平
成
29
年
４
月
18
日

～

29
年
６
月
27
日
現
在

７１日

健

康

講

話

日
本
に
お
け
る
死
因
の
ト
ッ
プ
は

～

肺

が

ん

～

日
本
に
お
け
る
死
因
の
ト
ッ
プ
が
が
ん
と
い
う
情
報
は
、
今
や
常
識
。
そ

の
が
ん
の
中
で
最
も
死
亡
率
が
高
い
の
が
「
肺
が
ん
」
。
近
年
、
患
者
さ
ん

の
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
２
人
に
１
人
が
一
生
の
う
ち
に
一
度
は

が
ん

に
か
か
り
、
３
人
に
１
人
が
が
ん
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
な
か
で
も
肺
が
ん
は
最
も
患
者

さ
ん
の
数
が
多
く
、
２
０
１
０
年
に
は
約
７

万
人
が
肺
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。

河本宏昭徳

洲会病院胸

部外科医長

間違いだらけの分煙

・ドアを閉めても換気

しても、タバコの煙

は喫煙場所から拡散

する。

・分離または換気した

喫煙場所を作っても、

非喫煙者は保護され

ない。

・受動喫煙に安全量は

なく、タバコ煙は薄

まっても危険。

◎100％完全禁煙の環

境だけが、受動喫煙

の防止に有効である。

・咳 ・体重減少

・呼吸困難 ・胸の痛み

・痰 ・息切れ

・血の混じった痰 ・胸苦しさ

肺がんの主な症状

日本人が生涯のうちに
肺がんになる確率

男性・・・7.4％

（13.5人に１人）

女性・・・3.1％

（32.2人に１人）

◎喫煙者は非喫煙者に比べ

男性・・・4.4倍

女性・・・2.8倍

肺がんになりやすい。

肺がんの初期段階での自覚症状は殆ど気がつかな

い事が多い。肺がんを早期に見つけるには、レント

ゲンだけでは不十分です。ＣＴ検査もお勧めします。

肺がんの臨床病期別５年生存率

５年生存率≒治る割合

臨床病期 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

生 存 率 76.5％ 45.3％ 18.4％ 3.1％

自覚症状 ① 肺がん検診を受けて

早期発見・早期治療を！

② 喫煙者・非喫煙者問わず

肺がん検診は受けましょう！

（特に40歳以上の喫煙者）

③ 禁煙は何歳になっても

遅くありません！

わたしからのメッセージ



７月の予定

10
日
（
月
）
午
前
10
時

新
会
員
入
会
説
明
会

21
日
（
金
）
午
前
10
時

理
事
会

26
日
（
水
）
午
前
９
時
～

刈
払
機
取
扱
い
作
業
者

に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育

（第１２３号） 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター 平成２９年７月５日（８)

編

集

後

記

編

集

仲間を募集しています！

上
原

秀
雄

東
條

正
躬

田
中

穰

梅
雨
が
明
け
、
強
い
陽
射
し
が
全
身
に

注
ぐ
。
高
齢
者
に
と
っ
て
急
激
な
気
温
の

変
化
は
体
温
調
節
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
。

十
分
な
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
栄
養

摂
取
は
不
可
欠
。

７
月
は
「
安
全
・
適
正
就
業
推
進
強
化

月
間
」
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
出
来
る

こ
と
は
、
事
故
ゼ
ロ
を
常
に
忘
れ
ず
に
意

識
す
る
こ
と
、
そ
し
て
徹
底
し
た
健
康
管

理
。
長
く
暑
い
夏
を
乗
り
切
る
為
に
、
体

内
の
血
液
を
増
や
し
体
温
の
上
昇
を
抑
え

て
く
れ
る
牛
乳
が
効
果
的
と
い
う
。
徳
洲

会
病
院
の
健
康
講
話
で
聞
い
た
。


